




























A Practical Study on the Toy-making Workshop for  Kindergarten and 
Elementary School Children
− Consideration of the Manufacturing Education Methodology Incorporating 
Physics Analysis 1 −


































































































































































2）たっかならまつ（1価評階段5 3 4 5 （楽しかった）





















実数 20 21 6 18 5 10 21 15 4 





























































































































































































































































































2）たっかならまつ（1価評階段5 3 4 5 （楽しかった）




















実数 10 14 5 7 11 6 8 17 4 

























































































































































































2）たっかならまつ（1価評階段5 3 4 5 （楽しかった）















実数 3 4 2 1 1 5 6 3 1 3 








































































実数 7 3 2 1 

































実数 1 1 1 2 １ １ １ １ １ 



































実数 1 1 1 1 1 4 3 1 １ 
要素 工作（計 3） 知識（計 2） 感想（計 3） 要望 
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幼稚園児・小学校児童を対象とした玩具づくりワークショップ実践研究
きくするための回転モーメントに関する物理的解析を、子供達に分かりやすく説明した。この
過程は、大きな教育効果があったと実感しており、子供達が自分だけの自動車をつくる時の基
本構造に取り入れていた。もちろん、事前に予測し、ある意味指導者が誘導をした訳だが、単
に、後輪に幅広輪ゴムをつけさせるだけの指導と、その意味を理解した上での工作では大きく
教育的意味が異なると考えられる。ただ、この理解は、小学生の中学年〜高学年はそのまま受
け入れられ、応用にまで展開可能であるが、今回の参加者は幼児、低学年児童も混じっている。
低年齢の子供達は、理論的理解は困難であるが、現象としてはある程度実感できたのではない
かと考える。
　一方、今回の実践を通して、「装飾」の意義が大きいことに気がついた。特に幼児は、制作
するものと直接的には関係ないものを飾りとして描く傾向が認められた。幼稚園教育要領の表
現の内容９）にも記載があるが、これは、幼児の描画の発達段階から見ても納得のいくもので
ある。実際には概念画や、カタログ的にハート等好きなものを羅列する等女児にその傾向が大
きかった。また、幼児から小学生まで、飾り付けは楽しい作業として様々な工夫を行い、個性
溢れる作品に仕上げた。そのためには、様々な形をした、小さな木の部品を多種類多数用意し
たことが良かった。子供達は、小学校学習指導要領図画工作編10）にもある造形遊び的な感覚で、
様々な、形を並べたり、重ねたり、接着して飾り付けを楽しんだ様子が伺えた。今後は、「装飾」
という行為の幼児・児童にとっての意味を深く検討して、意義深い玩具制作ワークショップに
繋げたいと考える。
結　語
　本論では、「投槍器」の動作原理を取り入れた玩具づくりを２回、「スピンせずに高速で走る
自動車」をテーマとした玩具づくりワークショップを１回の計３回の実践を、アンケート調査
と制作時の子供達の作業、言葉等の観察を通して分析した。どちらの実践も、導入時に玩具動
作の物理的原理を子供達にパワーポイント（iPad、Ａ３ファイル使用）で説明11）し、制作時
に構造上の工夫を促した。実践後のアンケート調査の結果から、ヒノキという素材を使用した、
ものをつくるという造形的面白さに、玩具の動作原理を知って制作に反映させたという当初の
狙いどおりの教育的成果と、道具使用に関する実体験的理解、素材として重視しているヒノキ
の五感を通した理解、そして、玩具の動作原理が分かったという、造形領域だけではない物理
的理解を含めた複合的実体験になったことが推測できる。すなわち、造形領域と理科領域の複
合的教育における一つの可能性を提案できたと考える。
　また、高学年になると、今回の「投槍器」に関する人類史的興味や、伐採後1400年保つとい
う木曽産のヒノキの植物的・文化史的興味も引き出すことができた。残された課題としては、
スキルを要する玩具をテーマにする場合、どうしてもうまくできない子供に対して、どのよう
な教育的配慮をすれば良いかという問題が上げられ、今後検討したい。
　一方、３回の実践を通して、一見見逃しがちだが子供達の多くは「装飾」に大きな興味を示
し、低年齢になるほど、玩具そのものより自由な表現としての、玩具への描画や木の小片によ
る装飾を楽しんだ傾向があった。また、今回報告した３回の実践の内、２回は野外教育の場で
あり、そこでは特に、スケールの大きな遊びが求められると共に、インパクトのある色も大き
な興味を引くことが分かった。
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　今後、今回の検討を通して子供達も興味を示した、「ものと人類史」との関係から新たな玩
具テーマを提案するなら、「投槍器」の後に人類が発明した「弓矢12）」の可能性が考えられる。
また「装飾」という行為を人類史的に検討した上で、子供達が自由に装飾という行為を楽しむ
行程を含んだ玩具テーマを提案できる可能性もある。このような新たな可能性を考えながら、
今後も、造形領域と物理領域の複合的教育効果を引き出す、オリジナルの玩具づくりプログラ
ムを開発したいと考える。
　本論は、平成25〜28年度科学研究費補助金基盤研究Ｃにおける研究「物理的解析を組み入れ
た玩具づくりワークショップ・プログラム及び玩具デザイン開発」（課題番号：25381221）に
おける、平成27〜28年度分の成果である。最後に、山梨大学川村協平教授、山田英美山梨大学
名誉教授、キャンプ・カウンセラー諸氏、名古屋市瑞穂児童館関係者、名古屋女子大学造形・
物理ゼミナール学生、参加幼児・小学生その他協力いただいた方々に深謝いたします。
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